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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 2.2 ha

平成 20 年度　～ 平成 23 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 平成１８年度 平成２３年度

分 平成１８年度 平成２２年度

人/年 平成１８年度 平成２３年度

都道府県名 北海道 足寄町 銀河ホール２１

計画期間 交付期間 23

大目標：緑輝く大地に人のやさしさがあふれるまちの創出
　目標１　「道の駅」機能の充実と本町の交通、商業、観光等の中心的役割の継続を目指す。
　目標２　道路整備により、銀河ホール２１東側地区と西側地区とのアクセスを確保し、地域住民の利便性の向上を図る。
　目標３　交通ネットワークの拠点整備とともに来町者などが気軽に休める銀河ホール２１周辺を目指す。

足寄町は東に阿寒国立公園、西に大雪山国立公園が隣接しており、あしょろ銀河ホール２１（旧足寄駅）前で交差する国道２４１号、２４２号は北海道周遊観光の主要動線の一つである。
当町の公共交通の中心的役割を担ってきた旧足寄駅は、町内外の人々が往来する場所であったが、過疎化や交通手段の変革により平成１５年３月の阿寒方面、平成１７年９月の上士幌方面の路線バス、
平成１８年４月にはふるさと銀河線の鉄路が廃線となり、現在は、鉄路代替交通の帯広・陸別線路線バスだけが唯一の公共交通となっている。
又、平成１６年８月銀河ホール２１周辺が当町２箇所目「道の駅」に指定された後は阿寒国立公園等を訪れる観光客を中心に利用者が増加し、特に休日や観光シーズンには施設利用者の駐車場不足となっている。
こうしたなか、平成１４年度より実施している足寄市街地区土地区画整理事業や国道整備事業と連動させた駅周辺整備の機運が高まり、行政、商工会、観光協会、足寄町中心市街地活性化推進協議会、農協等の代表からなる官民協働による
　「あしょろ銀河ホール２１周辺整備検討委員会」が設置され、「道の駅」機能の充実を図ると共に引き続き当町の交通、商業、観光等の中心的な役割を継続させる積極的な活動がされている。
当該計画地区に一部接して、平成１７年度から２１年度までの５ヶ年計画でまちづくり交付金事業「足寄駅前地区」が、①まちなかの定住人口確保②未利用地の有効利用③道路整備④官民協働のまちづくりを目指して事業展開されている。

①　「道の駅」銀河ホール２１（旧足寄駅）周辺の駐車場確保等の整備。線路により東西に分断されていた駅周辺における土地利用の活性化等に向けた道路整備。
②　駅舎機能を失った銀河ホール２１の新たな利活用（再整備）。
③　国道整備（２４１号・２４２号）、土地区画整理事業が実施中であ り、これらの事業と連動した本町の交通、商業、観光の中心的な役割を継続させる「あしょろ銀河ホール２１」周辺のまちづくり。
④　銀河ホール２１（道の駅）での各種イベントの実施による、町の顔としての商業、観光の賑わいの発生装置としての機能強化。

・　足寄町第５次総合計画の「緑輝く大地に人のやさしさがあふれるまち」を目指し、①豊かな自然と共生し安心して暮らせる快適なまちづくり②いつまでも健康で安心して暮らせる支え合いのまちづくり③豊かで強い心を育む学びと文化のまちづくり
　　④豊かな資源を生かした活力ある産業・観光と魅力ある商業のまちづくり⑤共に考え共に行動するまちづくりを官民協働で推進していく。
・　銀河ホール２１周辺は古くから本町の交通、商業等の中心的な役割を担っており、当該事業を通じて引き続きその役割を継続していく。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

140,000

時間短縮 銀河ホール２１東側地区と西側地区との連絡時間の短縮
道路整備により、銀河ホール２１東側地区と西側地区のアクセス確保、連絡時間の
短縮を図る。 10 2

あしょろ銀河ホール２１利用者数 施設利用者の増加
施設内部の整備及び駐車場の拡充により、施設利用者数の増加を目指
す。

116,600

8,000イベント参加人数 当該地区内での各種イベント参加人数
地場産品、特産品、漬物販売等のイベント参加人数。

7,000



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針３（まちの拠点整備）
・　鉄路廃止後の駅周辺の整備により、駅の多目的化を図り、より住民や観光客等から親しまれるような空間を目指す。

国道整備事業（関連事業/国）による国道整備、既存建造物活用事業（基幹事業/町）による観光
交流ｾﾝﾀ-（観光交流スペース、情報発信施設、外構（広場及び駐車場））整備、地域生活基盤施設
（基幹事業/町）による多目的駐車場の整備。

○継続的なまちづくり活動
　・　当町では、昭和６３年に町民が主体的にまちづくりを担うべく「日本足並み会」が設立され、日本各地との交流や国道歩道部や公園への足型プレート設置等多彩な活動が行われている。
　　　平成５年には、駅前周辺の商業空洞化に対応した「商業活性化推進協議会」が設立されたが、平成１０年に商業のみならず中心市街地全体のあり方を模索するため「足寄町中心市街地活性化推進協議会」に発展改称し現在に至っている。
　　　平成１３年には緑のまちづくりを進めるために、国、北海道も参加した「足寄町緑のまちづくり協議会」が設立され、植樹等が行われている。
　　　平成１７年には、足寄町中心市街地活性化推進協議会に「まち並み景観専門部会」を設置し、国道整備に併せた景観のあり方について積極的な活動が展開されている。
　　　今後も「足寄町中心市街地活性化推進協議会」がまちづくりの中心的役割を担いながら、各種事業の進め方の改善や関連ソフト事業の取り組みを関係住民と調整を図りながら協働のまちづくりを目指す。

○交付期間中の計画の管理
　・　国道整備事業及び土地区画整理事業との調整を図りながら、各種事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるため、足寄町中心市街地活性化推進協議会と協働して、事業成果について評価改善を行うためのモニタリングを実施し　情報
公開する。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（「道の駅」機能の充実）
・　「道の駅」利用者が気軽に安心して滞留できる場の提供を図るため、銀河ホール２１周辺の機能整備を行う。
・　あしょろ銀河ホール２１の内部改修と多目的広場の整備により、地産地消、産消協働を目指した地場産品、特産物、飲食物等の物販コーナーを充実さ
せ賑わいのある空間を創出する。

既存建造物活用事業（基幹事業/町）による観光交流ｾﾝﾀ-（観光交流スペース、情報発信施設、外
構（広場及び駐車場））整備、地域創造支援事業（提案事業/町）による産消協働支援事業

整備方針２（アクセス確保と利便性の向上）
・　鉄路により分断されていた銀河ホール２１東側地区と西側地区を結ぶ道路整備を行い、交通アクセス強化と住民の利便性の向上を図る。

土地区画整理事業（関連事業/町）による道路整備、国道整備事業（関連事業/国）による国道整
備、道路整備事業（基幹事業/町）による道路整備。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 足寄町 直 209ｍ 20 22 20 22 75 75 75 75

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 足寄町 直 3,777㎡ 20 22 20 22 49 49 49 12

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業 足寄町 直 8,388㎡ 20 23 20 23 302 302 302 268

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 426 426 426 355 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

足寄町 直 380㎡ 20 23 20 23 94 94 94 94

足寄町 直 1基156㎥ 22 22 22 22 3 3 3 3

－

－

－

－

合計 97 97 97 97 …B
合計(A+B) 452

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

足寄町 国土交通省 50.4ｈａ ○ 14 30 6,320

国 国土交通省 2.4ｋｍ ○ 13 23 1,859

合計 8,179

公共団体等土地区画整理補助事業 足寄中心市街地区

国道整備事業 国道２４１号、２４２号

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

産消協働支援事業 銀河ホール２１

浄化槽撤去事業 銀河ホール２１

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

銀河ホール２１

駐車場

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

南１条通

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 452 交付限度額 180.8 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

銀河ホール２１地区（北海道足寄町） 面積 2.2 ha 区域
南１条１丁目の一部、南２条１丁目の一部、北１条１丁目の一部
北２条１丁目の一部、西町５丁目の一部

足寄市街地区土地区画整理事業 

50.4 ha 

H14 ～ H30 



あしょろ銀河ホール２１利用者

数
116,066 （平成18年度） → 140,000 （平成23年度）

イベント参加数 7,000 （平成18年度） → 8,000 （平成23年度）

住民の利便性 10 （平成18年度） → 2 （平成22年度）

銀河ホール２１地区（北海道足寄町）　整備方針概要図

目標 緑輝く大地に人のやさしさがあふれるまちの創出
代表的な

指標

【図面作成上の留意点】

■基幹事業 
  地域生活基盤施設 
  （駐車場） 

■基幹事業 
  既存建造物活用事業 
  （銀河ホール２１） 
  （高次都市施設）外構 
 

■基幹事業 
  既存建造物活用事業 
  （銀河ホール２１） 
  （高次都市施設）施設改修、情報発信施設 ○関連事業  

 公共団体等土地区画整理補助事業 

○関連事業  
  国道整備事業 
  （国道241号・国道242号） 

■提案事業 
  地域創造支援事業 
  （産消協同支援事業） 
  （浄化槽撤去事業） 

■基幹事業 
  既存建造物活用事業 
  （銀河ホール２１） 
  （高次都市施設）駐車場 

■基幹事業 
  道路 
  （道路新設） 

        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

凡  例 


